
◎評価基準

◎　保育の計画の編成と実施に関する評価

A B C D A B C D

（1）保育目標の具現化に向け、乳幼児の実態を踏ま
　　 えた重点目標を設定しているか。

〇 〇

（2）目標は、前年度の反省を生かしているか。 〇 〇

（3）目標は、全職員で検討し、かつ共通理解を図って
 　　いるか。

〇 〇

（1）指導計画は乳幼児の実態に即して作成している
　　 か。

〇 〇

（2）保育所保育指針に基づく援助・支援を適切に行っ
　　 ているか。

〇 〇

（3）環境の構成を意識した保育や過程を常に工夫して
　　 いるか。

〇 〇

（4）素材・用具を適切に活用しているか。 〇 〇

日時程
（1）1日の流れ（デイリープログラム等）は現行でよい
　　 か。

〇 〇

（1）行事の種類や実施回数は適切か。 〇 〇

（2）行事のねらいを計画や実施に十分生かしている
　　 か。

〇 〇

（3）乳幼児の活動範囲を明確にし、自主的・実践的な
　　活動にしているか。

〇 〇

（4）計画・実施・評価・改善の体制をとっているか。 〇 〇

（1）能率的、合理的な運営組織になっているか。 〇 〇

（2）職員の配置は適材・適所か。 〇 〇

（3）年齢別・クラス目標は、保育目標や重点目標に基
　　 づいて設定しているか。

〇 〇

（4）年齢別・クラス目標は、乳幼児の実態に即して設
　　 定しているか。

〇 〇

（5）年齢別・クラス目標に迫る短期・長期のねらいは
　　 適切に設定しているか。

〇 〇

（6）同年齢及び異年齢児間の効果的な活動の充実を
　　 図っているか。

〇 〇

（7）意義や趣旨を理解したチーム保育を行っている
　　 か。

〇 〇

（8）評価、資料（諸記録）を集積しているか。 〇 〇

（9）年齢別・クラス経営に生かされるような具体的保
　　 健対策を講じているか。

〇 〇

（10）避難訓練・交通安全指導を、計画に基づいて適
　　 切に実施しているか。

〇 〇
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A B C D A B C D

（11）健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のた
　　 め、家庭への啓発を行っているか。

〇 〇

（12）乳幼児の安全確保のため、家庭・地域社会・関
　　 係機関等と連携を図っているか。

〇 〇

（1）所内研修の計画・運営は適切か。 〇 〇

（2）各種研究会、研修会、講習会への参加姿勢の充
　　 実を図っているか。

〇 〇

（3）各種研究会、研修会、講習会での内容を所内に
　　 還元しているか。

〇 〇

（1）乳幼児や保護者に関する個人情報を適正に取り
　　 扱っているか。

〇 〇

（2）公文書収受、発送、処理を適切に行っているか。 〇 〇

（3）各表簿は、適切な時間・方法で作成・処理してい
　　 るか。

〇 〇

（1）施設内外・設備の安全点検を計画的に行っている
　　 か。

〇 〇

（2）遊具・用具等を、活用しやすいように整理・保管し
　　 ているか。

〇 〇

（3）不審者等に対応する周到な配慮を行っているか。 〇 〇

（4）掲示板、掲示場所等を適切かつ効率的に活用し
　　 ているか。

〇 〇

（1）財務について会計監査が適正に行われている
　　 か。

〇 〇

（2）財務情報公開の体制準備はできているか。 〇 〇

（1）他施設等との年間交流計画は、保育目標や課題
　　 に添ったものになっているか。

〇 〇

（2）他施設等の幼児児童生徒と触れ合う中で、（乳）
　　 幼児が楽しく過ごし充実感を味わうことができるよ
　　 うな配慮や援助・支援を行っているか。

〇

（3）指導者どうしが、打合せや事前研修・合同研修を
　　 行い、互いの保育・教育に対しての理解を深め、
　　 援助について共通理解を図っているか。

〇 〇

（4）参観や保育・授業等に参加するなどして、幼稚園・
　　 小学校の教育を理解しているか。

〇 〇

（5）日常的に情報を交換し、それを交流活動に生かし
　　 ているか。

〇 〇

（6）地域の子育てセンターとして、園庭や中庭、保育
　　 室等を開放しているか。

〇 〇

（7）地域に住む子どもどうし、あるいは親子が一緒に
　　 遊ぶことができるような場の設定を行っているか。

〇 〇

（8）職員による育児に係る「子育て相談」をしている
　　 か。

〇 〇

（9）医療機関、児童相談所等の専門機関と連携を図
　　 り、保護者にとって必要な情報を提供しているか。

〇 〇

（10）保育所だより・クラス通信、ホームページ等で施
　　 設の情報を発信しているか。

〇 〇

（11）行事や子育て支援事業等を、地域の連絡会や
　　 児童施設、小学校に対して周知しているか。

〇 〇
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■保育目標について
・問題意識を持って取り組まれていることが伝わる。

■保育について
・異年齢の関わりがとても良い。日常に活かされている。
・以前より歌を歌う機会が増えてよかった。

■行事について
・とても充実している。
・特に問題は感じていない。

■経営・組織について
・組織としての意識の高さが、先生方を見ていてよくわかる。

■施設・設備について
・駐車場場所を徹底した方がよいのでは。

・リズム室やステージ裏の整備
・外部機材収納スペースの確保
・上部に置いた物の落下・転倒の考慮

■開かれた園づくりについて
・情報発信情報共有に関しては、もう少し工夫が出来るのではと
感じる。

・ICT（コドモン）導入により、利便性は向上したが情報を受け止め
切れていない保護者もいるのではと感じる。

・学びの姿勢を持ちつつ、良いチームワークで保育に取り組まれ
ていると感じる。

・（2）に関しては、コロナ禍により、交流が難しい年であったため、
評価出来ず。

■施設・設備について
→以前からの問題ではありますが、保護者数に対
する駐車スペースが少ない為、隣接する企業の駐
車場スペースを一定時間お借りする、職員駐車場
に駐車してもらう等の対応は行っております。
今後も、近隣住民の方々のご迷惑とならぬ様、交
通整備を行う等、努力を続けて参ります。
また、保護者の皆様へ駐車スペースについての通
知を定期的に配信していきます。

→定期的に整備を行っておりますが、再度リズム
室係と共に環境整備について検討中です。
また、外部機材収納については、必要最小限の機
材のみ収納する様、変更しております。

■開かれた園づくりについて
→ICT導入の慣れもあり、配信内容の確認に保護
者間のタイムラグがある場合があります。
園としては、保護者の皆様への声掛けや、玄関先
のイーゼルの貼り出しも並行し、周知徹底に努め
て参ります。
また、保護者の皆様の目に留まるような見出し文
も考察していきます。

ご意見等 園の対応・改善策
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